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令和元年度東京都立板橋有徳高等学校定時制課程  

第１１回卒業証書授与式 ３月５日 

 開式少し前、卒業生たちのほとんどがこれまでと変わら

ない様子で過ごしていました。それよりも正装を身にまと

った卒業生を前に、在校生代表と先生たちの方が緊張して

いるように見受けられました。 

 卒業証書授与では、校長先生が卒業生一人ずつに「おめ

でとう」と声をかけ、証書を授与しました。証書を授与さ

れる直前までの卒業生は、どのような心情だったのでしょ

うか。壇を降り、教職員席へ礼をしたときには、それぞれ

が卒業できたという自信に満ち溢れた表情でした。 

在校生代表の関谷さんは、４年次の先輩と３年次のクラ

スメイトに向け、感謝とこれからの期待を込めた送辞を丁

寧に読み上げ、在校生の大役を果たしました。 

 退場曲では、思い出の曲であるいきものがかりの「あり

がとう」がかけられました。拍手と祝福の言葉で見送られ

ていく卒業生たちの多くが、明るい笑顔で退場する中、時

折さみしそうな表情も垣間見えます。この学校で経験した

ことを生かして、次のステージで活躍することを期待して

います。 

自由と規律 

卒
業
生
答
辞 

 
 

卒
業
生
代
表 

佐
々
木
寛
将 

「
（
前
略
）
私
は
高
校
に
入
る
前
ま
で
、
人
と
話
す
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
校
を
卒
業
す
る
今
と

な
って
、
そ
れ
が
大
き
く
変
わ
った
か
と
聞
か
れ
れ
ば
、
答
え

は
、
い
い
え
、
で
す
。
で
も
、
自
分
の
中
で
、
気
持
ち
に
変
化

が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
人
と
話
せ
な
い
の
は
だ
め
な
こ
と
だ

と
、
自
分
を
責
め
、
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
義
務
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
校
生
活
で
様
々

な
人
と
関
わ
る
う
ち
に
、
周
り
の
人
か
ら
、
そ
の
ま
ま
の
自

分
を
認
め
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
私

も
、
人
と
沢
山
話
せ
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
良
い
け
れ
ど
、
今

の
ま
ま
で
も
良
い
、
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
中
略
）

こ
の
世
の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

一
人
一
人
に
良
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
皆
さ
ん
も
同

じ
で
す
。
も
し
、
以
前
の
私
の
よ
う
に
劣
等
感
を
感
じ
て
い

る
人
た
ち
が
い
る
な
ら
、
ぜ
ひ
今
の
自
分
を
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
周
り
の
人
の
こ
と
も
認
め
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
（後
略
）」 

       

答
辞
の
一
部
で
は
、
佐
々
木
さ
ん
が
本
校
で
得
ら
れ
た
経

験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
お
り
、
出
席
で
き
な

か
っ
た
方
だ
け
で
な
く
多
く
の
方
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
、

こ
こ
に
掲
載
し
ま
し
た
。【
編
集
者N

のpick up!
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２年次 化学基礎 １月２２日（水） 

生徒がそれぞれ調べたことを発表したときの様子です。 

ある生徒は、自分が得た知識や発見を相手に説明すること

が難しく、発表に詰まる場面もありました。それでも、単語

の意味を再度説明したり、黒板に図を描いたりしながら、最

後まで発表しました。調べたことや発表を通して、新たな発

見に結びついてほしいと思います。 

１年次 現代社会 ２月５日（水） 

導入で、「日本はどこの国と領土についての主張が対立し

ているか」と、先生から質問がありました。生徒たちは、う

ろ覚えで答えていきますが、あることに気が付いた生徒が

います。それは、日本の国境が海にあるということです。 

ねらいは、国境の引き方と領土についてです。国境には、

自然にある山や川を利用して決めたり、国同士の話し合い

で決めたりするものがあります。様々な国境の図をみて、事

情や背景と日本の領土問題について学習しました。 

バスケ部 引退試合 ２月１日（土） 

 志村学園にて、田園調布高校も含めた３校で練習試合

（１試合１０分前後半）をしたときの様子です。 

 志村学園との１戦目は、互いに声をかけあい、それぞれ

が確実にシュートを決めていきます。この日のために、何

度も練習していたセットプレーを仕掛け、シュートが外れ

ても、リバウンドで再びボールを保持するなど、得点を重

ねて勝つことができました。 

 次の田園調布高校との内容は、序盤に攻められ得点を許

してしまいますが、相手のミスを誘い追いつくことができ

ました。前後半の間の休憩時間では、メンバーそれぞれが

ディフェンス時の対応について確認しましたが、後半に相

手メンバーのプレーに翻弄され、逆転されてしまいます。

その後も自分たちの思うようなプレーをすることができ 

ず、残念ながら試合に勝つことはできませんでした。その後、もう１試合ずつ対戦しましたが、どちらも負けて

しまいました。実力をうまく発揮できず、悔しい内容もありましたが、ベンチではプレーについて明るく振り

返っていました。本校の部員は、全員４年生で、この日が引退試合となりました。「高校生活最後の試合は、と

ても楽しくできた」と感想を述べた部長の様子は、充実感に満たされていたと感じられました。 

  

  

  

  

今後の予定 

３月２６日（木）～４月５日（日） 春季休業 

４月 ６日（月）始業式 

 

※在校生は、今後の予定について必ず本校 HP

をチェックしてください。 

 こどもの学び応援サイト  文部科学省 HP より  

机の上でゆで卵を回転させ、手でそっと抑えるとすぐに回

転が止まります。では、生卵に変えた場合はどうなるでしょ

うか。この休業期間に、好きなことを集中的に取り組むのも

いいですが、普段意識しないことにも目を向けて、自分の見

方や考え方を広げてみてはどうでしょうか。 


